
市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報広聴課☎983・2620

自閉症・発達障がい児の子育て�
勉強会＋相談会

時３月 13 日㈬午前９時～正午場中郷文
化プラザ１階会議室内子育て、暮らしの
具体的な工夫、支援の方法を同じ立場
のメンバーが一緒に考えます費無料定10
人※要申込申・問みしま子育てを学ぶ会
＠ ROOM・大内☎ 090・9661・5307 ※
上記以外の勉強会日は問い合わせ先へ
ショートメール

料
りょうし
紙で彩るかな書道展�

～門﨑菁華かな書道個展～
時３月 21 日（木・祝）～ 26 日㈫午前 10 時
～午後６時（最終日午後５時まで）場みし
まプラザホテルギャラリープラザ内主に
平安時代から伝わる継ぎ紙の技法を使っ
た美しい料紙や唐紙に書いた作品を展
示。読売書法展に展示された作品も展示
問門﨑☎ 957・1525

佐野美術館友の会恒例行事�
友の会作品展

時３月 27 日㈬～ 31 日㈰午前 10 時～午
後５時（31 日は午後３時まで）場生涯学
習センター３階市民ギャラリー、多目的
ホール費無料問佐野美術館友の会・中島
☎ 975・0129

第２回みんなのいけばなフェスティバル

時３月 30 日㈯午前 10 時～午後６時、31
日㈰午前 10 時～午後４時場長泉町文化セ
ンターイベントホール内三島と長泉のお
花がだいすきな人たち、小学１年生から
大人までおよそ 60 人が生けた作品を展
示します。ぜひ見に来てください。費無
料問古賀千秀いけばな教室☎ 943・7346

三島写真会「心の風景」展

時３月 13 日㈬～ 17 日㈰午前９時 30 分
～午後５時（17 日は午後４時まで）場生涯
学習センター３階市民ギャラリー内国内
外の風景写真を展示問平原☎ 971・9403

フォークダンスせせらぎ会員募集　
見学自由　お気軽にご参加ください
時４月２日㈫午前９時 30 分～ 11 時 30 分

（毎月第１・３火曜日）※４月は２日、23 日
場中郷文化プラザ２階多目的ホール内初
級、中級対どなたでも費月 1,000 円持室内
用シューズ、飲み物、タオル、運動でき
る服装問中村☎ 080・3075・9086

極めよ！日本の心　居合道会員募集

日本剣道連盟に所属し、無双直伝英信流、
制定居合を稽古しています。武道歴のな
い人も大歓迎時・場①火曜教室：午後７
時～８時 30 分・三島南高校②日曜教室：
午後６時～９時・三島西小学校または沼
津第五小学校費大人 1,000 円、高校生 500
円、小・中学生 300 円対小学生以上申・問
①斉藤道隆☎ 090・3531・5814 ②山形☎
972・5670 ※入会後は①②両方に参加可能

初心者弓道教室生徒募集

時４月 10 日～７月 24 日（毎週水曜日）
全 15 回午後７時～９時場市民体育館弓
道場対18 歳以上の人費5,000 円申３月 27
日㈬までに往復はがきに住所、氏名、生
年月日、電話番号を記入し、奈良信一 
〶 411・0842 南町８・23問奈良☎ 973・4677

ミニバスケットボール教室生徒募集

時４月６日～ 2020 年３月 14 日（毎週土
曜日）午前９時～ 11 時 30 分場前期：市
民体育館、後期：錦田小体育館内基本練
習、練習試合対新４年生定25 人費１万円
※会場、保険料など申３月 20 日㈬までに
往復はがきに①児童名・性別②住所③電
話番号④保護者名⑤学校名を記入し、渡
辺憲治〶 411・0903 清水町堂庭 205・３ 
問渡辺☎ 971・2055

‘96 三南会�
’19 登山・ハイキング講座受講生募集
時３月 23 日㈯～ 2020 年３月 29 日㈰、
開講式３月 23 日㈯午後１時 30 分～３時
30 分場錦田公民館内山の楽しみ方、危
機管理などを１年をかけて講座と実技で
学びます費年 3,900 円定22 人申・問３月
22 日㈮までに、根上☎ 971・9660

上岩崎公園さくら祭り

時３月 30 日㈯午前 10 時～午後３時※小
雨決行、荒天中止場上岩崎公園（文教町）
内手作り品や地元グルメの販売、参加型
ワークショップ、音楽演奏、活動 PR など
問ジモット上岩崎公園祭り事務局・丸尾
☎ 080・3676・8115

三島市手話サークル　�
よつば友の会　会員募集

時▶昼の部：毎週月曜日午前 10 時～正午
▶夜の部：毎週木曜日午後７時～９時場社
会福祉会館４階内ろう者と健聴者がともに
活動し、男女ともに幅広い年齢層で楽しく
交流しています。初心者大歓迎。まずは
気軽に見学にいらしてください費月 100 円
申・問*yotubatomonokai@gmail.com 

ボーイスカウト三島第５団�
スカウト（男女）募集中！

ボーイスカウトは青少年が将来「自律で
きる社会人」になるための楽しい教育活
動です。専門の研修を受けたボランティ
アが指導します。見学・体験参加も随時
受付時週末を利用した月２回程度場間

ま ど ろ み

眠
神社を中心に活動対６～ 25 歳までの男
女問鈴木☎ 090・7439・2325 ※詳細はボー
イスカウト三島第５団ホームページ

三島はり灸マッサージ会無料治療

内はり・灸治療（３回まで）※時間、曜日
は相談対65 歳以上の市民申・問慈眼堂赤
ひげのはり・三上☎ 976・8765

三島市　市民活動団体応援

平成 30 年 1 月１日号への掲載の申
込みは、11 月 16 日㈭までに、広報
広 聴 課*kouhou@city.mishima.shiz
uoka.jp、℻ 983・2719

文化

その他

平成 31 年５月１日号への掲載
の申込みは、３月 ２８ 日㈭まで
に、広報広聴課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

子育て・教育
スポーツ・健康
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郷土資料館☎ 971・8228

　
こ
の
た
び
、
安や

す
ひ
さ久

の
秋
山
家
か
ら

郷
土
資
料
館
へ
、
同
家
に
伝
来
す
る

近
世
・
近
代
の
歴
史
資
料
約
八
〇
〇

点（
以
下「
安
久
秋
山
家
文
書
」と
表

記
）を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
秋
山
家
は
、
江
戸
時
代
に
伊い

ず
の
く
に

豆
国
の

地
誌（
あ
る
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
地

理
・
文
物
・
風
俗
な
ど
の
諸
要
素
を
記

し
た
書
物
）『
豆
州
志
稿
』を
編
纂
し
た

学
者
秋
山
富
南
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
安
久
秋
山
家
文
書
の
紹
介
を

か
ね
て
、
富
南
に
よ
る『
豆
州
志
稿
』の

編
纂
事
業
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
を
生
き
た
国
学
者
・

地
誌
学
者
秋
山
富
南（
一
七
二
三
～

一
八
〇
八
）は
、
安
久
村
の
豪
農
秋

山
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
同
時
代
人

に
、
幕
府
の
命
を
う
け
て
完
成
し

た
地
誌『
五
畿
内
志
』（
畿
内
五
ヶ
国

の
地
誌
）の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る

並な
み
か
わ河
誠せ

い
し
ょ所（
一
六
六
八
～
一
七
三
八
）

が
い
ま
す
。
誠
所
は
、
三
島
宿
に
居

を
構
え
て「
仰ぎ

ょ
う
し止

館
」と
い
う
私
塾
を

開
い
て
お
り
、
富
南
は
そ
の
門
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
諸
藩
や
幕
府
、
民
間
の

知
識
人
の
手
に
よ
っ
て
様
々
な
地
誌
が

編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
富
南
も
ま
た
、
師

誠
所
の
功
績
を
引
き
継
ぐ
形
で
伊
豆
国

の
地
誌
編
纂
に
着
手
し
ま
し
た
。
当
初

は
個
人
で
調
査
・
編
纂
を
試
み
て
い
ま

し
た
が
、
自
力
で
は
果
た
す
こ
と
が

難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）韮
山
代
官
を
通
じ
て
幕
府

か
ら
地
誌
編
纂
の
許
可
を
得
る
こ
と
に

成
功
し
ま
す
。
韮
山
代
官
は
こ
れ
を
う

け
、
伊
豆
国
内
の
村
々
に
対
し
て
富
南

の
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
お
触
れ
を
出

し
ま
し
た
。

　
富
南
は
調
査
班
を
編
成
し
て
現
地

調
査
を
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
各
村

に
向
け
て
、
生
産
高
や
人
口
・
戸
数
、

寺
社
、
古
跡
等
を
記
し
た「
明
細
帳
」

（
現
在
の
市
勢
要
覧
の
よ
う
な
も
の
）

の
作
成
・
提
出
を
依
頼
し
、
情
報
を

集
積
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
現
地
調
査
と
情
報
収
集
と
い
う

編
纂
の
土
台
づ
く
り
が
、
幕
府
の
後

援
を
う
け
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
成
果
は
寛
政
十
二
年
に『
豆

州
志
稿
』全
十
三
巻
と
し
て
結
実
し
、

今
も
な
お
、
江
戸
時
代
の
伊
豆
国
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と

し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
寄
贈
予
定
の
安
久
秋
山
家
文

書
に
つ
い
て
、
郷
土
資
料
館
と
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
で
、
将
来
的
な
利

活
用
に
向
け
た
整
理
・
調
査
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
整
理
作
業
中
、
富

南
の
依
頼
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
伊
豆
国
内
の
村
々
の
明
細
帳

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
小

坂
村
・
古
奈
村（
現
伊
豆
の
国
市
）、下
田

町
・
田
牛
村（
現
下
田
市
）、大
川
村（
現

東
伊
豆
町
）、岩
殿
村
・
加
納
村（
現
南
伊

豆
町
）、宇
佐
美
村（
現
伊
東
市
）、浜
村

（
現
西
伊
豆
町
）の
明
細
帳
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
調
査
を
深
め
る
こ
と

で
、
伊
豆
国
に
関
す
る
研
究
の
、
よ
り

一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

秋
山
富ふ
な
ん南

の
『
豆ず
し
ゅ
う
し
こ
う

州
志
稿
』�

　
　
　
　
　
　
編へ
ん
さ
ん纂
事
業

▲秋山富南編『豆州志稿』
（市指定文化財）

No.3７０

▲秋山家文書より見つかった�
伊豆国の村々の明細帳

郷土資料館では 3 月 5 日㈫～ 17 日㈰の期間中、Ｃ 58　322 展を
開催しています。

　

わ
た
し
の
じ
い
じ
は
、
毎
朝
四
時
に
起

き
て
ビ
ー
グ
ル
犬
の
リ
キ
の
世
話
を
し
て

か
ら
仕
事
へ
行
き
ま
す
。

　

お
休
み
の
日
も
田
ん
ぼ
の
仕
事
や
町
内

か
ら
出
さ
れ
る
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
の
片

づ
け
を
し
た
り
と
忙
し
そ
う
な
の
で
、
わ

た
し
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
リ
キ
と
遊
ん
だ

り
、
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
頑
張
っ
て
い
る
じ
い
じ
が
大

好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
じ
い
じ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
い
で
す
。

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

当
番　

た
な
か　

ゆ
い 

さ
ん
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